
 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

学校教育目標「主体的に行動し、心豊かで、たくましい生徒の育成」               

 

７月の行事予定 

３日（金）ＰＴＡ資源リサイクル活動 

授業参観（５校時） 

     学年・学級ＰＴＡ 

６日（月）２年生心の健康教室 

７日（火）矢上祭（宝山ホール） 

     ※給食なし 午前授業 

15日（水）２年生ＳＯＳの出し方 

特別支援合同体験説明会 

17日（金）終業式 

 

矢上の風 
 

 

 鹿児島市立坂元中学校 学校だより 

矢上の風 
６月号 令和８年６月 30日発行 

 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

【校訓】 

自 主 
友 愛 
練 磨 
勤 労 

矢上祭（合唱祭）に向けて 

昼休みになると、渡り廊下から素敵な歌声が聞こえて

きます。写真は１年生が７月７日に開催される矢上祭に

向けて練習をしている様子です。渡り廊下は声がよく響

き、生徒にとって絶好の練習場所となっています。坂元

中学校「三大祭」の一つである矢上祭が近づいてきまし

た。生徒の思いがこめられた歌声を、ぜひ御鑑賞くださ

い。 

運動部活動市郡総体の結果 
競技名 結 果 競技名 結 果 

野球 強豪相手に善戦 女子バレーボール ９位、県大会出場！ 

サッカー 予選１位通過、県総体まであと一歩 
バドミントン 

団体強豪相手に善戦 

男子ソフトテニス 団体１回戦勝利、個人 64 位 個人３回戦まで進出 

女子ソフトテニス 団体、個人ともに全力プレー 男子バスケットボール 僅差で惜敗 

弓道 男子善戦、女子県大会まで一射差 女子バスケットボール 見事！準優勝 

剣道 団体予選突破、個人３回戦進出 卓球 団体善戦、個人県大会出場！ 

県大会出場チーム及び選手  

女子バスケットボール部、女子バレーボール部 

【卓球】個人 塩福 信之典さん【陸上】男子１年 1500m 山下 蓮さん、女子共通砲丸投 米重 亜美さん 

文化部も頑張っています 

【美術部】地域貢献！ 照国神社六月燈、玉里団地夏祭り  

  美術部の皆さんが、地元照国神社の六月灯で飾られる灯ろう

の絵を制作しました。富岳三十六景をもとに、和紙の大きさに

合わせて構図を工夫し、丁寧に模写した作品です（右写真）。鹿

児島の夏の夜を彩る趣のある仕上がりとなっています。 

また、玉里団地夏祭りで使用される灯ろうの絵の制作も依頼

されています。皆さんの力作が地域を明るく彩っていることを

大変うれしく思います。 

【吹奏楽部】夏の祭典、吹奏楽コンクール、定期演奏会 

  市郡総体が終わり、運動部が一区切りを迎える中、吹奏楽部

はいよいよ本番の季節を迎えます。７月末に行われる夏の祭

典、吹奏楽コンクールと８月の定期演奏会に向け、昼休みも基

本練習に励んでいます。日々の努力が実を結び、金賞（ゴール

ド）を獲得できることを期待しています。 

 
登下校指導 

ありがとうございました  
 19 日（金）ＰＴＡ生活指導部の皆さんに

よる登下校指導が行われました。雨の降る

中、子供たちの様子を見守っていただき、大

変助かりました。おかげで、生徒たちも安心

して登下校することができていました。心

より感謝申し上げます。 

自らの人生を舵取りできる生徒を育てる 

 某プロ野球監督が、５月２６日に突然辞任を発表しました。自宅で姉妹の喧嘩を仲裁しよ

うとした際、１８歳の長女から言い返され、腹を立てて長女の襟元をつかみ、投げ飛ばすな

どの行為を行ったことにより、警察に現行犯逮捕されたことが大きな理由でした。長女に怪

我はなく、生成ＡＩに相談した結果、児童相談所への通報が行われ、警察が対応したことに

なります。今回の事件は、生成ＡＩ相談がきっかけとなったことで注目されました。 

 文部科学省の中央教育審議会「教育課程企画特別部会」が、２０３０年度から小学校で全

面実施される予定の次期学習指導要領策定に向けた「論点整理」を取りまとめ、基本的な考

え方として、三つの方向性が示されています。 

 第一に「主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）」 

 第二に「多様性の包摂（Equity）」 

 第三に「実現可能性の確保（Feasibility）」 

基盤となる考え方として、多様な子供たちの「深い学び」を確かなものにするために、生涯

にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、自らの人生を舵取りすることが

できる、民主的で持続可能な社会の創り手をみんなで育むと謳われています。 

現在、生成ＡＩなどデジタル技術の発展が相まって、皆と同じことができることも重要で

すが、それ以上に独自の発想や視点に価値が置かれるようになってきています。しかし、学

校教育の中で主体的に学びに向き合えていない子供も多くなっています。少子化に伴う入試

による動機付けの変化、学習時間の減少等も踏まえ、学びの動機付けをアップデートする必

要もあります。予測困難な時代に、しなやかに「自らの人生を舵取りできる力」が不可欠と

なりつつあるのです。また、人口の多様性が増すとともに、ＳＮＳや生成ＡＩの負の側面の

影響も指摘される中、デジタル時代に主体的に社会参画する「民主的な社会の創り手」の育

成も喫緊の課題となっています。このため、自分の意見を形成し、多様な他者と対話や合意

を図る力を身に付ける必要があります。 

次期学習指導要領の基本的な考え方に触れましたが、生成ＡＩに頼る人が「自らの人生を

舵取りできる」のでしょうか。生成ＡＩは確かに便利なもので、アドバイスは参考意見とし

て、最終的に人が判断すれば問題ないと考えますが、言いなりになることも想定されます。

先ほどの監督の長女は、感情的にもなっており、通報した結果どのような事が起こるのか、

想像する余裕はなかったのかもしれません。機械やソフトに振り回されず、主体的に自らの

人生を舵取りできる子供を育みたいと感じさせられる事件でした。 


